
 
 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 研究力強化本部の新設など、学内の組織改革とともに、URA の役割の明確化を図り､状況分析を

的確に行いつつ、着実な取組が推進されており、おおむね順調に研究環境の整備が進んでいること

が確認された。 

今後は、URA の確保・活用も含め、持続的態勢の整備の観点からも考慮しつつ、更なる展開を期

待したい。 

 

特に優れた点 

○ 教員増員計画(10 年間で 160 人増)を全学に明示し、推進しており、URA の配置とともに、今後の

教育研究への大きな効果が期待される。 

 

○ 他の事業と密接な連携を図りつつ､URA を活用した国際化、国際共同研究の推進などの積極的な

取組が見られる。 

 

期待する点 

○ URA の業務の整理、負担の見直し、キャリアパスの明確化を含め、制度の早期の確立が望まれる。 
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